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香川県知事選挙
まず投票　あなたがつくる香川県

８月29日（日）投票日

投票時間　午前７時～午後８時
　　　　 　（伊吹町　午前７時～午後７時）
開　　票　午後９時～　市民会館中ホール

投票できる人　
　平成２年８月３０日以前に生まれた人で、平成２２

年５月１１日以前から本市の住民基本台帳に登録さ

れていて、引き続き市内に住んでいる人

　投票所入場券
　入場券は世帯ごとに送付します。入場券が届か

ないときや紛失した場合は、投票所で係員に申し

出てください。なお、本人確認を行うために運転

免許証などの提示を求める場合があります。

　大学生などで住民票を移さずに市外に住んでい

る人は、入場券が届いても投票できません。

期日前投票
　投票日に用事などで投票所に行けない人は、期

日前でも投票ができます。（宣誓書の記載が必要）

期間：８月１３日（金）～２８日（土） （土・日曜日も実施）

時間：午前８時３０分～午後８時

場所：観音寺共同福祉施設１階展示ホール　　　

　　

郵便等での不在者投票
対象者：身体障害者手帳または戦傷病者手帳が交

付されている人で、その障がいの程度が一定の

基準に当てはまる人、または介護保険被保険者

証が「要介護５」の人

方法：事前に「郵便等投票証明書」が必要。証明

書を持っていない人は、身体障害者手帳または

戦傷病者手帳、介護保険被保険者証を添えて申

請してください。

投票用紙の請求：８月２５日（水）まで

郵便等による不在者投票の代理記載制度
　詳しくは問い合わせてください。

不在者投票
　仕事や旅行で投票所に行けない人は、滞在先の

最寄りの選挙管理委員会で不在者投票ができます。

　選挙管理委員会に、投票者本人が投票用紙を文

書で請求してください。

点字投票・代理投票
　目の不自由な人や、身体の故障などのため、自

分で投票用紙に候補者名を書くことができない人

は投票所の係員に申し出てください。投票の秘密

は守られます。

市内で住所を移した人

７／２７までに異動届 新住所地で投票

７／２８以降に異動届 旧住所地で投票

市外から転入した人

５／１２以降に転入届

 香川県内のほかの市町から転入
 転入前の市町の選挙人名簿に登録

されている場合、前住所地で投票
（前住所地の市町長または観音寺
市長が発行する「引き続き住所を
有する旨の証明」の提示が必要）

 香川県外から転入投票できません

市外へ転出した人

４／２８までに転出届  投票できません

４／２９以降に転出届

 県内の他の市町に転出
 他の市町で選挙人名簿に登録され

た人を除き、観音寺市で投票でき
ます（現在住んでいる市町長また
は観音寺市長が発行する「引き続
き住所を有する旨の証明」の提示
が必要）

 香川県外へ転出投票できません

選挙管理委員会事務局　☎２３ー３９４５
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ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自

立
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
２２

年
８
月
分
か
ら
父
子
家
庭
の
父

親
に
も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

必
ず
申
請
者
本
人
が
窓
口
に
来

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
１１
月
３０
日
（
火
）
ま
で

　
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
の

翌
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

支
給
要
件

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

子
ど
も
（
１８
歳
に
達
す
る
日
以

降
の
最
初
の
３
月
３１
日
ま
で
（
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
２０
歳
未
満
）

の
子
ど
も
）
に
つ
い
て
、
父
親

が
そ
の
子
ど
も
を
監
護
し
、
か

つ
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場

合
に
支
給
し
ま
す
。

○

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子

　
ど
も

○

母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

○

母
が
一
定
程
度
の
障
が
い
の

　
状
態
に
あ
る
子
ど
も

○

母
の
生
死
が
不
明
な
子
ど
も

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○

受
給
者
と
該
当
す
る
児
童
の 

　
戸
籍
謄
本
（
抄
本
）

○

受
給
者
と
該
当
す
る
児
童
の

　
健
康
保
険
証

○

受
給
者
名
義
の
通
帳

　
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は

　
口
座
番
号
（
店
番
３
け
た
、
口

　
座
番
号
７
け
た
）
が
記
載
さ

　
れ
て
い
る
も
の
）

○

年
金
手
帳

○

所
得
証
明
書
（
平
成
２２
年
１

　
月
１
日
以
降
に
転
入
し
た
人
）

注
意
書
類
の
追
加
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
窓
口

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○

そ
の
他
（
母
が
１
年
以
上
遺

棄
し
て
い
る
子
ど
も
や
母
が

　
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
懐
胎
し
た
子
ど
も
な

ど
）

注
意
児
童
が
施
設
に
入
所
し
た

り
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
な
ど
該
当
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

手
当
額
（
月
額
）

　
受
給
資
格
者
（
ひ
と
り
親
家

庭
の
父
や
母
な
ど
）
が
監
護
・

養
育
す
る
子
ど
も
の
数
や
受
給

資
格
者
の
所
得
な
ど
で
決
定
し

ま
す
。

○

児
童
１
人
の
場
合

　
全
部
支
給
＝
４
１
、
７
２
０
円

　
一
部
支
給
＝
４
１
、
７
１
０
円

　
　
　
　
　
～
９
、
８
５
０
円

○

児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

　
２
人
目
＝
５
、
０
０
０
円

　
３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
＝

　
　
　
　
　
　
３
、
０
０
０
円

注
意
所
得
が
所
得
制
限
限
度
額

を
超
え
た
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

平
成
22
年
８
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す

　
　
父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
に
児
童
扶
養
手
当

子
育
て
支
援
課
　
☎
２３

−

３
９
６
２

　「
が
ん
ば
れ
観
音
寺
応
援
寄
附

金
」
と
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
を
活
用
し
、
ふ
る
さ
と
観

音
寺
を
応
援
し
た
い
、
心
の
ふ

る
さ
と
観
音
寺
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
熱
い
想
い
を
寄
附
金
と

い
う
形
で
表
す
も
の
で
す
。
寄

附
を
す
る
と
、
現
在
住
ん
で
い

る
市
町
村
で
支
払
う
住
民
税
な

ど
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
８
月
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
親

類
や
友
人
、
子
弟
が
多
く
帰
省

す
る
時
期
で
す
。
広
く
こ
の
制

度
を
周
知
し
て
い
た
だ
き
、
全

国
か
ら
の
応
援
を
お
願
い
し
て

く
だ
さ
い
。

　
次
の
事
業
の
財
源
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
未
来
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
の

た
め
の
事
業
　

②
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

　
ら
す
た
め
の
事
業

③
芸
術
文
化
の
伝
承
と
振
興
の

た
め
の
事
業

　
事
業
を
指
定
せ
ず
に
寄
附
さ

れ
る
場
合
は
、
そ
の
使
途
を
お

任
せ
い
た
だ
き
ま
す
。
　

　
寄
附
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
企
画
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

〒
７
６
８

−

８
６
０
１

（
住
所
記
載
不
要
）

観
音
寺
市
政
策
部
企
画
課
あ
て

　
　
　
　
　

☎
２３

−

３
９
１
７

　
　
　
　
　
Ｆ
２３

−

３
９
２
０

Ｅ
メ
ー
ル

k
ik

a
k
u
@

city
.k

a
n
o
n
ji.lg

.jp

　
納
付
は
、
郵
便
振
替
ま
た
は

銀
行
振
り
込
み
、
現
金
書
留
、
納

付
書
払
い
の
い
ず
れ
か
で
お
願

い
し
ま
す
。

　
一
万
円
以
上
の
寄
附
を
い
た

だ
い
た
人
に
は
、
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
ふ
る
さ
と
観
音

寺
の
特
産
品
を
贈
り
ま
す
。
　

　
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.city

.k
a
n
o
n
ji.

k
a
g
a
w

a
.jp

/
が
ん
ば
れ
観
音
寺
応
援
寄
附
金
の
お
願
い

ふ
る
さ
と
観
音
寺
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い

寄
附
金
の
使
い
道

申
し
込
み
と
納
付
方
法

お
礼
の
気
持
ち
を
贈
り
ま
す
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講
師

　
中
野
レ
イ
子
氏
（
元
法
務
省

　
矯
正
局
丸
亀
少
女
の
家
院
長
）

問
い
合
わ
せ
先

　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２４

−

４
１
１
３

日
時

　
８
月
２１
日
（
土
）

　
午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

　
２０
分

場
所

　
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

演
題

　
「
守
り
た
い
家
族
の
絆
き
ず
な

」

講
師

　
池
内
ひ
ろ
美
氏

問
い
合
わ
せ
先

　
人
権
課
　
☎
２３

−

３
９
２
８

　
８
月
は
、
同
和
問
題
啓
発
強

調
月
間
で
す
。
香
川
県
人
権
啓

発
推
進
会
議
で
は
、
同
和
問
題

の
解
決
を
自
分
自
身
の
課
題
と

し
、
差
別
は
絶
対
許
さ
な
い
と

い
う
意
識
を
徹
底
す
る
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
な
啓
発
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
同
和
問
題
に
つ
い
て
一
人
ひ

と
り
が
お
互
い
の
人
権
を
大
切

に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し

く
理
解
し
、
差
別
の
な
い
明
る

い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

日
時

　
８
月
３
日
（
火
）

　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
３０
分

場
所

　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

演
題

　
「
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

　
成
長
を
願
っ
て
」

日
時

　
８
月
２
日
（
月
）
～
６
日
（
金
）

場
所

　
豊
浜
支
所

日
時

　
８
月
９
日
（
月
）
～
１３
日
（
金
）

場
所

　
大
野
原
支
所

日
時

　
８
月
１９
日
（
木
）
～
２７
日
（
金
）

場
所

　
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２４

−

４
１
１
３

日
時

　
８
月
１
日
（
日
）
～
３１
日
（
火
）

題
名

　
「
め
ば
え
の
朝
」（
ア
ニ
メ
）

放
送
時
間

　
午
前
７
時
～
午
前
７
時
４１
分

ふ
れ
あ
い
人
権
の
集
い

 

あ
な
た
に
会
え
て
よ
か
っ
た

題
名

　
「
心
の
メ
ガ
ネ
曇
っ
て
ま
せ

　
ん
か
？
」

放
送
時
間

　
午
後
３
時
～
午
後
３
時
２０
分

問
い
合
わ
せ
先

　
人
権
課
　
☎
２３

−

３
９
２
８

　
人
権
問
題
を
他
人
事
で
は
な

く
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え

て
も
ら
う
た
め
、
啓
発
ビ
デ
オ

を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

地
域
や
職
場
な
ど
で
の
人
権
研

修
に
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２４

−

４
１
１
３

ま
ず
は
あ
な
た
が
差
別
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

人
権
啓
発
映
画
上
映

　
　

 

（
三
豊
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
の
貸
出

人
権
教
育
講
演
会
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男
女
共
同
参
画

お
父
さ
ん
も
家
事
や
育
児
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

よ
り
よ
い
人
間
関
係
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
　
９

隣
人
関
係（
２
）
近
所
付
き
合
い

おめでとう
　　　ございます
平成２１年度
　　人権作品優秀賞

観東小５年
藤田　史歩さん

大野原中３年
守谷　奈優さん

　
「
イ
ク
メ
ン
」「
カ
ジ
メ
ン
」
と

い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
イ
ク
メ
ン
は
育
児
を
積
極
的

に
楽
し
む
男
性
、
カ
ジ
メ
ン
は

料
理
な
ど
の
家
事
を
こ
な
す
男

性
の
こ
と
で
す
。
共
働
き
世
帯

の
増
加
で
、
男
性
が
家
事
や
育

児
を
担
う
と
、
女
性
は
仕
事
と

家
庭
生
活
の
両
立
が
し
や
す
く

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
育
児
休
業
は
、
女
性
だ
け
で

な
く
、
男
性
も
取
得
で
き
ま
す
。

「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
で
は
、

子
ど
も
が
１
歳
に
達
す
る
ま
で

の
間
、
育
児
休
業
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
制
度
改
正
に

よ
り
、
こ
と
し
６
月
３０
日
か
ら

「
パ
パ
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
母

親
と
父
親
が
共
に
育
児
休
業
を

取
得
す
る
場
合
、
子
ど
も
が
１

歳
２
カ
月
に
達
す
る
ま
で
期
間

を
延
長
で
き
る
制
度
で
す
。

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
を
つ
く
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。
家
事
や
育
児
は
女
性

が
す
る
も
の
、
と
い
う
意
識
を

変
え
夫
婦
一
緒
に
育
児
が
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
少

子
化
の
歯
止
め
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
は
、

女
性
と
比
べ
る
と
ほ
ん
の
わ
ず

か
で
す
。
積
極
的
に
制
度
を
利

用
し
て
、
子
ど
も
と
の
か
け
が

え
の
な
い
大
切
な
時
間
を
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
に
は
昔
か
ら
「
向
こ
う

三
軒
両
隣
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
の
家

の
両
隣
と
向
か
い
側
の
３
軒
の

家
を
指
し
、
親
し
く
付
き
合
う

近
所
と
い
う
意
味
で
、
お
互
い

が
何
か
と
助
け
合
っ
て
き
た
よ

き
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢

世
帯
や
独
居
老
人
が
増
え
る
と
、

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
の
関
係

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
連

携
が
取
れ
て
い
れ
ば
、
い
ざ
と

い
う
時
に
声
を
掛
け
合
い
助
け

合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
関
係
づ
く
り
に
は
、
ま

ず
近
所
の
人
と
気
持
ち
の
よ
い

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
間
柄
に
な

る
。
次
に
、
お
互
い
の
趣
味
や

食
の
好
み
な
ど
の
会
話
が
で
き

る
人
間
関
係
を
つ
く
る
。
最
後

に
、
話
が
弾
ん
だ
事
柄
や
お
互

い
の
趣
味
な
ど
を
通
じ
て
、
一

緒
に
活
動
で
き
る
よ
う
な
付
き

合
い
を
す
る
。

　
普
段
か
ら
こ
う
し
た
関
係
づ

く
り
を
心
掛
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
災
害
時
の
助
け
合
い
は
も

ち
ろ
ん
、
普
段
で
も
家
を
空
け

る
時
に
様
子
見
を
頼
ん
だ
り
、

家
庭
菜
園
で
と
れ
た
季
節
の
野

菜
を
お
す
そ
分
け
し
合
っ
た
り

で
き
る
よ
う
な
親
し
い
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
心
豊
か
で
充
実
し
た
、
よ
り

安
心
・
安
全
な
日
常
生
活
を
送

る
た
め
に
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

の
近
所
付
き
合
い
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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　９月１２日（日）に「２０１０日本学生トライアスロン選

手権観音寺大会」が昨年に引き続き開催されます。向

秋の下、限界に挑む学生トップランナーたちに熱い声

援をお願いします。

　大会当日は、交通規制などがあり市民の皆さんには

大変迷惑をおかけしますが、理解と協力をお願いしま

す。なお、倉敷紡績（株）観音寺工場跡地を駐車場とし

て利用してください。

１、５キロメートル

１０キロメートル

２０１０

開会式
日時　９月１１日（土）午後４時から

場所　観音寺市民会館大ホール

歓迎アトラクション

　　　大野原 王太鼓

入場は無料です

学生以外の人も自由に入場できます

競技スケジュール
女子の部スタート　午前11時30分
男子の部スタート　午後２時

競技順
スイム　　バイク　　ラン

日本学生トライアスロン選手権
観音寺大会 市民スポーツ課　☎２３ー３９４１
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キッズトライアスロン教室・大会
　

教室　

　日時　８月１日（日）午前８時３０分から

　場所　豊浜コミュニティセンター「海の家」、

　　　　一の宮公園

　内容　ビデオ鑑賞、実技講習

大会　

　日時　９月１１日（土） 

　場所　琴弾公園特設コース

　開会式　午前９時３０分から

　競技説明会　午前９時４５分から

　競技　午前１０時～午前１１時

　　スイム　５０メートル

　　バイク　１，２００メートル

　　ラン　   ７００メートル

　表彰式　午前１１時３０分から

有明グラウンドをスタートし、Ａ～Ｂ間（片道

３．６キロメートル）を５往復し、スタート地点

に戻る。

４０キロメートル

問い合わせ先　市民スポーツ課　☎２３−３９４１

2010

市内の小学４・５・６年生の男女を対象に、教室と大会を開催します。

頑張る子どもたちに、温かい声援をお願いします。
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　　　　　　　　　　

個人質問 一般質問項目表

６月臨時会の主な内容

１日招集・会期１日
一般会計補正予算など原案可決

　平成２２年第２回臨時会が６月１日招集され、
１日の会期で開かれました。
　税条例の一部を改正する条例など、専決処
分の承認について３議案、公共下水道事業特
別会計補正予算の専決処分の承認について１
議案。そのほか、一般会計補正予算の１議案
が提出された。補正の内容は、歳入・歳出と
もに９億５,０００万円を追加し、総額を２３７億
４,０００万円とするもので、採決の結果それぞ
れ原案のとおり承認・可決しました。

大 矢 一 夫
（民政クラブ）

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。

１４日招集・会期１７日間
一般会計補正予算など原案可決

　平成２２年第３回定例会が６月１４日招集され、
３０日までの１７日間の会期で開かれました。
　行政手続条例の一部改正に伴う関係規定の
整備など６議案のほか、一般会計補正予算と
して、歳入・歳出予算の総額に２億４,３４２万
１千円を追加し、総額を２３９億８,３４２万１千
円とする１議案が提出され、議案の提案理由
の説明がありました。
　１８・２１日の２日間、個人質問が行われ、市
当局の考えをただしました。議案は各常任委
員会にそれぞれ付託され、２２日から２４日にか
けて各常任委員会で慎重に議案などの審議を
行いました。
　また、最終日の３０日、追加議案として工事
請負契約の変更契約の締結など３議案のほか、
一般会計補正予算として、歳入・歳出予算の
総額に１千万円を追加し、総額を２３９億９,３４２
万１千円とする１議案が提出されました。
　議案は各常任委員会にそれぞれ付託され、
慎重に議案などの審議を行いました。
　本会議では、各常任委員会の委員長から審
議結果の報告があり、採決の結果すべての市
長提出議案を原案のとおり可決しました。
　なお、審議結果は、１３ページに掲載してい
ます。

●学校等の統合について

・市街地の活性化について

　

・公共施設等について

・市民会館について

●伊吹小学校跡地について

・統合小・幼・保育所について

　

●農業振興について

●公共施設の整備について

・学校統合について

●学校建設について

・健康問題について

・健康増進施設について

・平和行政の取り組みについて

・農業者戸別所得補償モデル対策につ

　いて

・家畜伝染病口蹄疫の対応について

・住宅リフォーム(持ち家)助成制度の

　導入について

●介護保険について

　

・子育て支援策について

・男女共同参画について

●子宮頸がん予防について

・市内経済の活性化策について

・公共施設建設への市民参加について

・美術館について

・口蹄疫対策について

・うつ病対策について

●認知症はいかい高齢者対策について

・特別支援教育について

●子ども読書の街の取り組みについて

●市長交際費について

●公共施設等整備用地取得費について

●文教施設等の統合について

・クラボウ跡地用地の取得について

・行財政改革に対する考え方について

・子ども手当について（取り下げ）

●人口減少について

安 藤 忠 明
（公　明　党）

大久保隆敏
（市民クラブ）

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

詫 間　　茂
（民政クラブ）

安 藤 清 高
（日本共産党）

篠 原 重 寿
（社会民主党）

石 山 秀 和
（公　明　党）

井 上 浩 司
（民政クラブ）

原　　俊 博
（民　主　党）

高 橋 照 雄
（無　所　属）

安 藤 康 次
（民政クラブ）

五 味 伸 亮
（民　主　党）

６月定例会の主な内容

（６月定例会）
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り   質 

問
答
弁

と

　
　
　
新
設
の
小
学
校
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
環
境
で
教
育

す
る
の
か
。
私
は
観
音
寺
型
の

教
育
現
場
作
り
が
必
要
で
あ
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
児
童
、
地
域
の
人
々

を
巻
き
込
ん
で
準
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
そ
の
な
か
で
、
子
ど
も
た

ち
の
学
校
に
対
す
る
意
見
や
夢

を
取
り
入
れ
、
直
接
学
校
づ
く

り
に
参
加
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ

ト
で
学
校
づ
く
り
を
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　
基
本
的
な
考
え
は
、
質

の
高
い
教
育
・
保
育
の
場
と
し

て
、
多
様
な
学
習
、
豊
富
な
運

動
や
豊
か
な
遊
び
が
で
き
る
環

境
整
備
。
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
感

の
あ
る
環
境
。
小
学
校
・
幼
稚

個
人
質
問

大
矢　

一
夫

学
校
等
の
統
合
に
つ
い
て

質
問

園
・
保
育
所
間
の
連
携
、
地
域

に
開
か
れ
た
小
学
校
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
学
習
や
地
域
交
流
の

場
、
防
災
拠
点
と
し
て
整
備
し

た
い
。

　
統
合
準
備
の
た
め
の
委
員
会

を
設
置
し
、
自
治
会
や
保
護
者
、

学
校
な
ど
の
関
係
者
の
参
加
を

得
た
い
と
考
え
て
い
る
。
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
意
見
を
取
り
ま

と
め
、
反
映
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。
統
合
で
、
教
育
活

動
や
地
域
と
の
連
携
活
動
は
、

融
合
し
た
り
、
拡
大
や
深
化
し

た
り
大
き
な
効
果
が
あ
が
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。
新
し
い

学
校
や
敷
地
が
、
こ
れ
ま
で
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
造
の
場

に
な
る
よ
う
地
域
の
皆
さ
ま
と

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　
　
伊
吹
小
学
校
の
跡
地
は
、

島
の
中
心
的
な
位
置
に
あ
る
。

よ
っ
て
、
島
の
将
来
の
た
め
に
、

有
効
に
利
用
す
る
べ
き
と
思
う

が
、
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
現
在
、
昨
年
度
末
に
実

施
し
た
島
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
集
計
中
で
あ
る
。
そ
の
結
果

を
ふ
ま
え
て
、
島
民
の
意
思
を

尊
重
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と

協
議
の
う
え
有
効
利
用
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

な
お
、
運
動
場
は
島
民
の
憩
の

場
と
し
て
現
在
開
放
し
て
い
る
。

　
　
　
本
市
の
基
幹
産
業
は
、

農
業
で
あ
る
。
農
業
の
動
向
が

他
の
産
業
に
与
え
る
影
響
は
非

常
に
大
き
い
こ
と
か
ら
、
農
業

振
興
は
重
要
課
題
で
あ
る
。
農

家
と
農
協
と
行
政
が
協
力
し
て

役
割
を
分
担
し
、
責
任
を
持
っ

て
事
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
農
家
は
、
い
い
も
の
を

作
り
コ
ス
ト
を
下
げ
る
。
農
協

は
、
１
円
で
も
安
く
生
産
資
材

を
供
給
し
、
１
円
で
も
高
く
作

物
を
売
る
。
で
は
、
行
政
は
何

を
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　
　
　
農
業
振
興
の
推
進
に
は
、

意
欲
的
な
担
い
手
、
後
継
者
の

育
成
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
育

成
確
保
を
図
る
た
め
、
関
係
機

関
と
協
議
を
行
い
新
規
就
農
者

の
掘
り
起
こ
し
や
就
農
資
金
の

相
談
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

多
様
な
担
い
手
の
育
成
を
図
る

た
め
、
農
業
者
や
農
地
集
積
事

業
の
要
件
を
緩
和
し
て
、
小
規

模
農
家
に
も
支
援
拡
大
を
図
っ

て
い
る
。
な
お
、
側
面
的
な
支

援
と
し
て
、
中
山
間
地
域
直
接

支
払
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

活
用
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
観
音
寺
町
周
辺
の
小
学

校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
、
併
せ

て
７
施
設
が
、
ク
ラ
ボ
ウ
跡
地

に
集
約
統
合
さ
れ
る
方
向
に
な

っ
て
い
る
。
統
合
の
理
由
に
、

施
設
の
古
さ
、
耐
震
性
も
論
議

さ
れ
た
が
、
全
市
的
に
は
、
よ

り
古
い
施
設
が
多
く
存
在
す
る
。

た
と
え
ば
、
粟
井
保
育
所
は
建

築
後
５９
年
、
大
野
原
中
学
校
は

建
築
後
４５
年
が
経
過
し
て
い
る
。

合
併
特
例
債
の
使
用
期
限
も
考

慮
し
、
全
市
的
な
施
設
整
備
計

画
を
示
し
、
不
公
平
感
の
な
い

均
衡
あ
る
施
設
整
備
が
行
な
わ

れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
公
共

施
設
整
備
と
今
後
の
整
備
方
針

を
示
さ
れ
た
い
。

　
　
　
公
共
施
設
数
は
２
０
４

カ
所
、
全
体
の
整
備
計
画
は
な

い
。
今
後
考
慮
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
ク
ラ
ボ
ウ
跡
地
を
学
校

統
合
の
場
と
し
て
購
入
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
が
、
子
ど
も
た

ち
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
構
想
を
持
ち
、
建

設
を
進
め
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

答
弁

安
藤　

忠
明

伊
吹
小
学
校
跡
地
に
つ
い
て

質
問

答
弁

大
久
保
隆
敏

農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問

伊
丹　

準
二

公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

詫　
間　
　
茂

学
校
建
設
に
つ
い
て

質
問

▲ 旧伊吹小学校



10

６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
ま
た
、
今
後
、
具
体
的
な
設

計
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
子

ど
も
の
将
来
を
見
通
し
た
教
育

的
見
地
に
立
ち
、
教
育
現
場
の

意
見
を
十
分
取
り
入
れ
、
ほ
か

の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
使
い

勝
手
の
良
い
理
想
的
な
施
設
に

し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
い
ざ

と
い
う
時
の
地
域
住
民
の
避
難

所
に
な
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い

と
思
う
。

　
　
　
施
設
配
置
の
関
係
も
あ

る
が
、
ク
ラ
ボ
ウ
跡
地
を
考
え

た
時
に
、
新
た
な
自
然
を
創
出

し
た
木
立
の
中
に
、
小
学
校
や

幼
稚
園
、
保
育
所
が
あ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
か
な
え
ら

れ
る
よ
う
な
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

地
域
と
連
携
で
き
る
施
設
や
文

教
ゾ
ー
ン
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
地
域

住
民
の
避
難
所
に
な
る
よ
う
造

成
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　
日
本
共
産
党
国
会
議
員

団
は
、
安
心
・
安
全
の
介
護
保

険
制
度
へ
と
抜
本
的
見
直
し
を

行
な
う
た
め
に
、
介
護
事
業
所

や
自
治
体
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査

結
果
に
基
づ
い
て
、
本
市
に
お

い
て
次
の
内
容
の
質
問
を
し
た
。

①
利
用
者
負
担
に
つ
い
て

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
抑
制
に
つ

い
て

③
防
火
設
備
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
）
な
ど
の
安
全
対
策
に
つ
い

て　
　
　
現
在
の
要
介
護
認
定
者

数
は
、
２
、
６
８
５
人
で
あ
り
、

う
ち
５２
％
の
人
が
何
ら
か
の
居

宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
抑
制
は
、
ひ

と
り
暮
ら
し
な
ど
の
原
則
論
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
利
用
者
に
同
居

家
族
が
い
る
と
い
う
だ
け
で
、

制
限
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と
は

せ
ず
に
個
々
の
利
用
者
の
状
況

に
応
じ
て
、
具
体
的
に
判
断
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
防
火

設
備
な
ど
の
安
全
対
策
は
、
３

施
設
は
設
置
を
完
了
し
て
お
り
、

２
施
設
は
未
設
置
で
あ
る
。
設

置
基
準
の
見
直
し
と
財
源
措
置

を
国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
女
性
特
有
の
ガ
ン
で
は
、

乳
が
ん
に
次
い
で
発
症
率
が
高

い
。
し
か
し
、
昨
年
１０
月
に
国

が
承
認
し
た
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ

て
、
１５
歳
く
ら
い
ま
で
に
接
種

す
れ
ば
、
か
な
り
の
予
防
効
果

が
期
待
で
き
る
。

①
早
期
発
見
、
予
防
に
向
け
て
、

市
が
現
在
取
っ
て
い
る
対
策
と

内
容
。

②
ワ
ク
チ
ン
は
費
用
と
し
て
約

５
万
円
（
３
回
接
種
）
必
要
に

な
る
。
公
費
助
成
を
想
定
し
た

場
合
、
ど
の
程
度
の
予
算
が
必

要
か
。

③
今
後
、
公
費
助
成
に
つ
い
て
、

本
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

く
の
か
。

　
　
　
①
２０
歳
以
上
の
女
性
を

対
象
に
、
２
年
に
１
度
の
健
診

に
対
し
、
公
費
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
２１
年
度
は
対
象
者
の
約

２７
％
（
２
、
２
９
８
名
）
が
受
診
。

②
対
象
者
は
１１
～
１４
歳
頃
に
な

る
が
、
仮
に
年
齢
を
１２
歳
と
す

れ
ば
、
２
７
２
名
と
な
り
、
１

万
５
千
円
×
３
回
接
種
で
約
１

千
２
百
万
円
の
予
算
が
必
要
。

③
現
状
と
し
て
、
県
内
で
は
自

治
体
に
動
き
が
な
い
。
本
年
度

予
算
で
検
討
し
た
経
緯
も
あ
り
、

健
康
保
持
の
た
め
必
要
と
考
え

る
。

　
　
　
近
年
、
認
知
症
に
よ
っ

て
、
は
い
か
い
を
繰
り
返
す
高

齢
者
が
増
え
て
い
る
。
は
い
か

い
の
結
果
、
交
通
事
故
や
用
水

路
に
転
落
す
る
な
ど
痛
ま
し
い

事
故
に
遭
遇
し
、
死
亡
す
る
ケ

ー
ス
が
多
発
し
て
い
る
。
ケ
ア

施
設
は
ベ
ッ
ド
数
な
ど
の
問
題

か
ら
、
在
宅
で
家
族
が
見
て
い

る
の
が
現
実
で
あ
る
。

①
本
市
で
も
地
域
の
民
生
委
員

が
独
居
老
人
の
安
否
確
認
や
声

か
け
を
し
て
い
る
が
、
は
い
か

い
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

②
長
野
県
佐
久
市
で
は
、
地
域

や
職
場
に
お
い
て
、
地
域
の
実

情
に
あ
わ
せ
た
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
、
認
知
症
の
人

や
家
族
を
支
援
す
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、

２
、
２
０
０
人
の
地
域
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
、
は
い
か
い
高

齢
者
に
反
射
板
の
付
い
た
安
全

服
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
る
が
、

本
市
で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

　
　
　
①
本
市
の
４
月
現
在
で

の
要
介
護
認
定
者
は
２
、
６
８

５
名
、
そ
の
う
ち
約
２
割
の
方

が
重
度
の
認
知
症
と
思
わ
れ
る
。

平
成
２０
年
度
か
ら
認
知
症
予
防

や
早
期
発
見
な
ど
の
理
解
と
、

本
人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
地
区
公
民

館
単
位
で
認
知
予
防
講
演
会
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

②
専
門
講
座
を
受
講
し
た
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
者
は
、

２
０
０
名
以
上
い
る
の
で
、
日

頃
の
見
守
り
な
ど
に
活
か
せ
る

体
制
づ
く
り
を
構
築
し
た
い
。

安
全
服
の
貸
し
出
し
事
業
な
ど

の
事
例
を
参
考
に
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
整
備
に
努
め
る
。

安
藤　

清
高

介
護
保
険
に
つ
い
て

質
問

篠
原　

重
寿

子
宮
頚
が
ん
予
防
に
つ
い
て

質
問

答
弁

石
山　

秀
和

認
知
症
は
い
か
い

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

▲ 子宮がん・乳がん検診車
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り 井

上　

浩
司

子
ど
も
読
書
の
街
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
本
市
で
は
、
昨
年
度
「
子

ど
も
読
書
の
街
　
観
音
寺
　
～

読
書
で
広
が
る
人
の
わ
、
街
の

わ
、
心
の
わ
」
を
研
究
テ
ー
マ

と
し
て
、
子
ど
も
の
読
書
に
つ

い
て
実
践
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
の
事
業
の
推
進
の
要
は
、
地

域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
々
と
図
書
館
や
公
民
館
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
り
、
な
か
で

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
の

協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
非
常
に

大
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

そ
の
協
力
に
感
謝
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
、
特
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
の
マ
ン

パ
ワ
ー
の
確
保
に
つ
い
て
、
所

感
を
伺
う
。

　
　
　
５
月
に
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
お
よ
び
図
書
館
の

代
表
に
よ
る
「
子
ど
も
読
書
の

街
づ
く
り
」
推
進
委
員
会
を
設

立
し
た
。
今
年
度
も
、
１１
月
に

は
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
す
る
。

　
事
業
を
充
実
し
て
い
く
た
め

に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々

の
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

現
在
、
各
小
学
校
区
で
編
成
さ

れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２５
団

体
、
２
０
０
名
余
り
の
人
々
の

活
動
を
支
援
し
、
子
ど
も
読
書

に
か
か
わ
る
地
域
の
人
た
ち
の

数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
本
年
度
は
、
２
５
０
万

円
計
上
。
行
財
政
改
革
か
ら
も

執
行
時
に
は
、
特
段
の
精
査
が

必
要
で
あ
る
。
執
行
す
る
側
の

考
え
方
次
第
で
、
評
価
が
出
る

と
思
う
。

①
過
去
１０
年
間
の
状
況
を
伺
う
。

②
公
開
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、

ど
こ
ま
で
公
表
す
る
の
か
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。
公
開
の
目

的
は
交
際
費
の
削
減
に
あ
る
。

究
極
は
、
廃
止
の
市
も
あ
る
。

人
口
６
～
８
万
人
の
市
で
１
０

０
万
円
以
下
の
市
も
あ
る
。

　
　
　
①
１０
年
間
の
状
況
・
推

移
。

　
な
お
、
平
成
１６
年
に
は
、
台

風
災
害
見
舞
金
と
し
て
５
０
１

万
円
支
出
。

②
本
市
の
公
文
書
公
開
条
例
に

基
づ
い
て
公
開
し
て
い
る
。

③
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

今
後
検
討
す
る
。
公
開
す
る
こ

と
で
、
削
減
に
な
る
と
の
こ
と

だ
が
、
本
市
の
場
合
、
増
え
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
今
日
ま
で
の
価
格
交
渉

の
経
過
で
、
ど
の
よ
う
な
要
素

を
基
に
、
進
め
ら
れ
た
の
か
。

用
地
価
格
９
億
５
千
万
円
の
適

正
度
に
つ
い
て
、
当
局
は
、
ど

の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
て
い
る

の
か
を
伺
う
。

　
　
　
価
格
交
渉
の
経
過
で
は
、

ク
ラ
ボ
ウ
側
か
ら
の
提
示
価
格

は
、
鑑
定
に
よ
る
も
の
で
、
鑑

定
書
の
分
析
と
と
も
に
価
格
交

渉
の
材
料
の
収
集
を
行
な
っ
た
。

そ
の
主
な
も
の
は
、
市
内
不
動

産
の
動
向
、
近
隣
工
業
用
地
の

状
況
、
県
内
工
業
団
地
の
情
報
、

不
動
産
業
者
の
意
見
な
ど
で
あ

る
。
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
資
料

の
や
り
取
り
と
と
も
に
、
電
話

で
の
交
渉
を
重
ね
た
が
、
ク
ラ

ボ
ウ
側
は
、
土
地
の
正
常
な
価

格
で
あ
る
鑑
定
価
格
で
の
売
買

を
希
望
し
て
お
り
、
折
り
合
い

が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、
本
社

を
訪
問
し
、
資
料
を
提
示
す
る

と
と
も
に
、
改
め
て
本
市
の
考

え
方
を
説
明
し
た
。
そ
の
後
も

引
き
続
き
交
渉
を
重
ね
、
現
在

の
価
格
に
到
達
で
き
た
。
価
格

の
適
正
度
は
、
土
地
の
売
買
は

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定
評

価
が
適
正
な
取
引
価
格
の
基
準

に
な
る
。
今
回
妥
結
の
用
地
価

格
は
、
満
足
で
き
る
も
の
で
あ

る
と
確
信
し
て
い
る
。

　
　
　
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
に
お
い
て
「
幼
稚
園
と
保

育
所
と
の
共
存
に
つ
い
て
検
討

す
る
」
と
あ
り
、
ま
た
、
第
２

次
行
政
改
革
大
綱
の
中
で
「
保

育
所
、
幼
稚
園
の
幼
・
保
一
元

化
を
推
進
す
る
」
と
あ
る
。
そ

こ
で
当
局
は
、
幼
・
保
一
体
教

育
を
打
ち
出
す
の
か
、
大
野
原

地
区
の
よ
う
な
形
態
を
と
る
の

か
。
学
校
づ
く
り
に
は
、
コ
ン

セ
プ
ト
が
大
切
で
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺

う
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
「
遊

び
」
が
「
学
び
」
へ
と
円
滑
に

接
続
し
て
い
く
よ
う
に
「
保
・

幼
・
小
連
携
」
が
重
要
視
さ
れ

る
と
思
う
が
、
当
局
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
　
約
１
、
０
０
０
人
の
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
新
た
な
可
能
性
を
秘
め

た
取
り
組
み
で
は
な
い
か
。
本

市
の
教
育
の
方
向
性
が
出
せ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

原　
　
俊　
博

市
長
交
際
費
に
つ
い
て

質
問

年度 予算額（千円） 決算額（千円）

１２ ２，７００ １，９０５

１３ ２，７００ １，７７６

１４ ２，７００ １，８７６

１５ ２，７００ ２，１０３

１６ ２，４００ １，９７６

１７ ２，４００ １，９８３

１８ ３，５００ ２，２７２

１９ ３，０００ ２，２７９

２０ ２，７００ ２，２１１

２１ ２，７００ ２，０１２

答
弁

高
橋　

照
雄

公
共
施
設
等
整
備

用
地
取
得
費
に
つ
い
て

質
問

答
弁

安
藤　

康
次

文
教
施
設
等
の
統
合
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問

▲ 中央図書館
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

五
味　

伸
亮

人
口
減
少
に
つ
い
て

質
問

委員会の行政視察の報告
　各委員会では、議会の活性化および議員活動に活かすことを目的に、下記の内容で先進地視

察を実施しました。

議会運営委員会
　　　　　　平成２２年５月１８日～１９日

　　　　　　三重県四日市市…議会運営について

　　　　　　岡山県瀬戸市…議会運営について

　　　　　　委員長　大平直昭、副委員長　井上浩司

　　　　　　委　員　大賀正三、黒川健太郎、秋山忠敏、森谷政義、安藤忠明、原　俊博、

　　　　　　　　　　大矢一夫

建設経済委員会
　　　　　　平成２２年５月２５日～２７日

　　　　　　群馬県太田市…水道事業の包括業務委託について

　　　　　　埼玉県川越市…歴史的町並みを通じたまちづくりについて

　　　　　　千葉県千葉市…競輪事業の現状と今後の対策について

　　　　　　東京都環境整備公社…東京スーパーエコタウン事業施設について

　　　　　　委員長　森谷政義、副委員長　五味伸亮

　　　　　　委　員　中村保男、楠井泰功、安藤忠明、伊丹準二、立石隆男

文教民生委員会
　　　　　　平成２２年５月２６日～２８日

　　　　　　長野県茅野市…複合文化施設「市民館・市民美術館」について

　　　　　　長野県佐久市…健康づくり推進プロジェクトについて

　　　　　　三重県桑名市…文化施設「市民会館」について

　　　　　　委員長　秋山忠敏、副委員長　石山秀和

　　　　　　委　員　高橋照雄、西山正勝、黒川健太郎、安藤清高、詫間　茂、友枝俊陽

日　　　時
場所・事項

参　加　者

日　　　時
場所・事項

参　加　者

日　　　時
場所・事項

参　加　者

幼
・
保
一
体
化
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
国
の
方
向
性
を
見
な
が
ら

検
討
し
た
い
と
思
う
。
ま
ず
、

質
の
高
い
教
育
・
保
育
を
行
な

い
、
多
様
な
教
育
を
行
な
う
。

幼
稚
園
、
保
育
所
で
あ
れ
ば
、

多
様
な
環
境
づ
く
り
も
必
要
で

あ
り
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
取

り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
①
本
市
で
は
、
社
会
動

態
に
よ
る
人
口
流
出
が
著
し
く
、

あ
ら
ゆ
る
経
済
、
社
会
活
動
に

対
し
て
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
あ
る

人
口
減
少
は
、
最
重
要
課
題
で

あ
る
。
人
口
減
少
、
流
出
を
防

ぐ
取
り
組
み
を
伺
う
。

②
企
業
誘
致
は
、
定
住
人
口
に

直
結
す
る
施
策
で
、
山
田
産
業

団
地
な
ど
の
誘
致
は
良
策
で
あ

り
、
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
新
た
な
用
地
整
備
や
誘
致

を
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

③
人
口
減
少
に
伴
い
、
そ
れ
な

り
の
ま
ち
を
造
る
と
い
う
考
え

も
少
な
く
は
な
い
と
思
う
が
、

本
市
が
有
す
る
豊
な
土
地
、
自

然
、
四
国
の
中
心
で
あ
る
立
地

条
件
、
定
住
自
立
圏
構
想
や
中

心
市
宣
言
お
よ
び
田
園
都
市
構

想
、
さ
ら
に
道
州
制
の
導
入
な

ど
を
背
景
に
、
四
国
の
中
核
都

市
と
し
て
発
展
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
、
当
局
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
　
①
本
年
３
月
に
、
官
民

協
働
で
交
流
定
住
促
進
計
画
を

策
定
し
、
観
光
交
流
、
産
業
・

雇
用
、
環
境
、
子
育
て
、
人
づ

く
り
の
５
つ
の
柱
を
掲
げ
、
人

口
増
加
へ
つ
な
が
る
施
策
を
展

開
し
て
い
く
。

②
新
た
に
農
地
取
得
は
難
し
い

が
、
瀬
戸
町
の
産
廃
埋
め
立
て

地
が
完
成
す
れ
ば
、
産
業
用
地

と
し
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
少
子
高
齢
化
の
な
か
、
四
国

の
中
核
都
市
と
し
て
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

答
弁
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審　　　議　　　結　　　果

　

　　

●第２回（６月）臨時会
議　　　　　案　　　　　名 審議結果

※市長提出議案
専決処分の承認について（観音寺市税条例の一部を改正する条例） 承　　認

専決処分の承認について（観音寺市都市計画税条例の一部を改正する条例） 〃

専決処分の承認について（観音寺市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 〃

専決処分の承認について（平成２２年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）） 〃

平成２２年度観音寺市一般会計補正予算（第１号） 原案可決（反対３人）

平成２２年 観音寺市議会定例会は９月の予定です。本会議はだれでも傍聴できます。

広 聴 広 報 委 員 会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

◆委 員 長　篠原　重寿　　　◆副委員長　大平　直昭
◆委　　員　安藤　清高　　　◆委　　員　石山　秀和
◆　　〃　　　井上　浩司　　　◆　　〃　　　安藤　康次
◆　　〃　　　立石　隆男　　　◆　　〃　　　友枝　俊陽

〒768-8601　観音寺市坂本町一丁目１番 1 号　
　　　　　　☎ 23－3913　FAX23－3914
　　　　　　Ｅメール gikai@city.kanonji.lg.jp

議会からのお知らせ
　本市議会では、本会議の録画映像をイ

ンターネット配信しています。いつでも

ご覧いただけますので、ご利用ください。

http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

●第３回（６月）定例会
議　　　　　案　　　　　名 審議結果

※市長提出議案
観音寺市行政手続条例の一部改正について 原案可決

観音寺市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市職員の給与に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市職員の退職手当に関する条例の一部改正について 〃

平成２２年度観音寺市一般会計補正予算（第２号） 原案可決（反対１人）

工事請負契約の変更契約の締結について 原案可決

工事請負契約の締結について 〃

財産の取得について 原案可決（反対３人）

平成２２年度観音寺市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議会報告会のお礼
　市民のみなさまに議会への関心を持っていただくとともに、市政および議会に対する理解を深

めていただくため、５月１０日、初めての議会報告会を開催しました。夕刻の大変お忙しい中、会

場の市民会館中ホールには、市民のみなさまをはじめ、近隣の市町からもご来場いただき、大変

ありがとうございました。

　２３５人の来場者のなか、議長のあいさつ、各委員長及び関係議員からの説明の後、活発な意見

交換が行うことができました。

　また、会場でアンケート調査（結果は、ホームページに掲載中）を実施したところ、１３５件（５７

％）の提出があり、その中では、報告会に対する意見や要望、さらに議会活動に対する批判や激

励の意見をいただきました。

　市議会では、これらの意見を真摯に受け止め、次回の議会報告会や今後の議会活動に活かして

まいりたいと思いますので、今後ともよろしくお願い申しあげます。

観音寺市議会 　 
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　ちゃれんじキッズスクールの第１回「サイエンス」
があり小学生５７人が参加。サイエンスボランティア
の指導の下、ポリ袋で熱気球を作ったり水の入った
ペットボトルを積み上げたりするゲームで科学の楽
しさを体感していました。

公募の合併５周年記念事業が決定 楽しくサイエンスを学ぶ6
16

6
19

　島の学校巡回版画展が伊吹小・中学校でありまし
た。島の子どもたちにアートの魅力やすばらしさを
知ってもらおうというもので、北川フラム氏が、所
蔵する約３０点の作品を見せながら説明し、子どもた
ちは真剣な表情で聞き入っていました。

　豊田幼稚園で、長生会の皆さんを招いて交流会
がありました。自己紹介では緊張した面持ちでし
たが、歌やゲームの時間になるとあちこちで楽し
そうな笑い声。お昼には園でとれた野菜で作った
カレーをみんなでおいしく食べました。

島の子どもたちにアートの魅力を みんなで遊んだよ21
6
25

　市は、市民相互の交流を深め、市民が自主的に地
域づくりを振興する活動を募集。８組８事業の熱心
なプレゼンテーションを受け、市民による事業検討
委員会で審査・検討を重ね、３事業を決定し、市長
に報告しました。

6

自転車クラブ、ことしも全国大会へ7
1

　豊浜小学校自転車クラブの児童が、第４５回交通安
全子供自転車全国大会への出場を報告しました。全
国大会に向け、学科と技能をもっと勉強して上位を
目指したい、減点のないようにしたいなど、一人ひ
とりがしっかりと意気込みを述べました。同校は毎
年全国大会に出場している伝統校。白川市長は「先
輩たちの栄光を越えられるよう頑張ってください」と
激励しました。

▲石川智士、佐野知夏、柴川晃輝（５年）
　岸井雄大、川上大輝（６年）　〈敬称略・順不同〉
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　９回目を迎える「親子ふれあいうどんづくり」が
柞田公民館であり、約１７０人の親子が参加しました。
参加者は、生地作りから足踏み、延ばし、切り工程
を親子で楽しく体験。できあがった腰の強いぶっか
けうどんを、おいしそうに食べていました。

みんなで楽しくうどん作り7
3

　小雨降る早朝、県下一斉の「５,０００人の街頭大キ
ャンペーン」が市役所前沿道で行われました。この
キャンペーンに賛同した市民ら約１４０人が参加。の
ぼりや反射プレートを持って、通行する人たちに交
通安全を呼びかけていました。

県民総ぐるみ交通キャンペーン7
5

ＡＥＤの使い方も教わりました7
4

　海などでの事故が増える夏休みを前に、救急法講
習会が行われ、市スポーツ少年団の親子ら２５人が参
加。三観広域の救急救命士などを講師に、骨折の対
処法やけが人の運び方など実技も交えて指導を受け、
熱心に取り組んでいました。

　中央図書館で、鳴門教育大学の余郷裕次教授を招
いて講演会があり、親子や読み聞かせボランティア
の人ら約７０人が参加。絵本の魅力や読み聞かせの方
法など、みんな熱心に聞いていました。また、実際
に絵本を読み合わせるワークショップもありました。

絵本の読み聞かせの大切さ7
10

ことし初めての海7
6

　有明浜海水浴場で海開きが行われ、観音寺南小学
校２年生が参加しました。しっかりと準備体操をし、
みんなで一斉に水の中へ。潜って貝やカニを探した
り、友だちと一緒に泳いだりと、広い海を元気いっ
ぱいに楽しんでいました。

　第１回子ども文化財探偵団「わた」のまちめぐり
があり、豊浜町の大平木・関谷地区の製綿所や寝具
店などを見学。コットン工房では、綿織物を使いあ
い染めを体験しました。子どもたちは完成した世界
で１枚だけのハンカチを大切に持ち帰っていました。

「わた」の勉強をしたよ7
10
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平成 21 年 8 月生まれ 満１歳の子どもを募集
８月２日から９月30日まで11月生まれ
の子どもを募集します。ただし、応募
多数の場合は先着順になります。

合 田 結
ゆい

香
か

ちゃん

 　　

岡 﨑　 凌
りょう

ちゃん

 　　

中 野 瑞
みず

希
き

ちゃん 石 村　 開
かい

ちゃん

父 将史さん　　母 睦子さん
（豊浜町和田浜）

両親からの
メッセージ

１歳おめでとう。結香

は家族みんなの宝物。

笑顔いっぱい元気に大

きくなあれ。

 
 

 

父 貴照さん　　母 真代さん
（室本町）

両親からの
メッセージ

１歳おめでとう♪思い

やりのある温かい男の

子になってね！

 
 

 

父 浩治さん　　母 瞳さん
（大野原町萩原）

両親からの
メッセージ

いつも元気いっぱいの

瑞くん♡お兄ちゃんと

仲良くたくましく育っ

てね。笑顔が大好きよ。

 
 

 

父 康司さん　　母 晃子さん
（豊浜町姫浜）

両親からの
メッセージ

１歳おめでとう！いつ

も笑顔で家族の人気者

♡すくすく元気に育っ

てね。

　

い
つ
ま
で
も
現
役
岡
崎　
良
三
さ
ん（
観
音
寺
町
）

　
大
正
８
年
生
ま
れ
の
岡
崎
さ

ん
は
、
６
月
で
９１
歳
を
迎
え
ま

し
た
。
新
聞
を
隅
々
ま
で
読
み
、

興
味
の
あ
る
記
事
を
切
り
抜
い

て
ノ
ー
ト
に
は
る
の
が
日
課
で

す
。
俳
句
や
川
柳
、
短
歌
な
ど

特
に
好
き
な
記
事
は
筆
ペ
ン
で

書
き
写
し
ま
す
。
集
中
し
て
写

す
こ
と
で
作
者
の
心
が
伝
わ
る

と
話
し
ま
す
。

　
み
ん
な
が
安
全
に
、
気
持
ち

よ
く
道
路
を
使
え
る
よ
う
に
、

長
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
以
前
に
散
歩
を

し
て
い
た
と
き
、
歩
道
に
草
が

生
え
ご
み
が
落
ち
て
い
た
様
子

を
見
て
、
き
れ
い
な
道
に
し
よ

う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
幼
稚
園
児
や
小
学
生
が
通

り
、
車
の
通
行
量
も
多
い
道
で

す
。
軍
手
と
ご
み
袋
を
持
っ
て

毎
日
の
よ
う
に
出
か
け
、
約
１
、

６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
の
サ

ツ
キ
の
手
入
れ
や
草
抜
き
を
し

ま
す
。

　
活
動
を
続
け
る
中
で
多
く
の

お
遍
路
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
も

あ
り
ま
す
。
何
度
も
遍
路
巡
り

を
し
て
い
る
人
に
「
元
気
で
掃

除
を
続
け
て
い
る
ん
で
す
ね
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。
ま
ち
を
訪
れ
た

人
に
気
持
ち
よ
く
感
じ
て
も
ら

い
た
い
と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
岡
崎
さ
ん
が
育
て
て

い
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
、
毎
年
近

く
の
幼
稚
園
児
と
一
緒
に
収
穫

し
て
い
ま
す
。
お
礼
に
と
園
児

か
ら
贈
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
絵

や
写
真
が
岡
崎
さ
ん
の
宝
物
。

今
で
は
「
岡
崎
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
」
と
か
わ
い
い
声
を
掛
け
て

く
れ
る
ほ
ど
仲
良
し
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
が
、
元

気
の
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
で
元
気
な
お
年
寄
り
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

　
秘
書
課
　
　
　
☎
２３

−

３
９
１
５
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み
ん
な
の
輪

食育コーナー 学校給食センター　☎５７－６６６０

大
野
原
す
ず
ら
ん
会

  

★おかかあえ

　オクラや小松菜などを、さっと火を通してしょう

ゆで味つけし、かつお節であえる。

★粉ふきイモ

　ジャガイモを乱切りにしゆでて、やわらかくなっ

たらコーンを入れ、コーンに火が通ったら水を捨

て軽く塩をする。鍋をゆすり粉をふかせる。（一人

分は、中ぐらいのイモ一個が目安）

★ミニトマトとキュウリのスティックさし　　

★ソラマメのバターいため

　冷凍しておいたソラマメをゆでて、

　バターでいためる。

　塩ゆでだけでもよい。

子どもたちの昼ごはんを
　お弁当箱につめてみませんか
　夏休みに入り、子どもたちの昼ごはんはどうし

ていますか。子どもたちにも作れる簡単なお弁当

作りを紹介します。

　栄養バランスの基本は、主食・主菜・副菜の割

合が３：１：２です。主食（ごはん）はお弁当箱

の半分、残りの１／３が肉魚、２／３が野菜と覚

えてください。タンパク質やビタミン類、鉄分、

カルシウム、食物繊維などの主要栄養素は、主食

に多く含まれています。しっかり主食をとりまし

ょう。

　また、夏場は衛生にも十分気を付けてください。

★とろろこんぶのせごはん

★鮭の塩焼き　

★野菜いっぱい焼き春巻き

タマネギ、ニンジン、ピーマン、ハムを千切り

にしていため、カレー粉、塩、こしょうで味付

けする。春巻きの皮で包み、フライパンで焼く。

　
社
交
ダ
ン
ス
が
好
き
な
人
が

集
ま
り
平
成
１７
年
に
発
足
し
た

「
す
ず
ら
ん
会
」
は
、
毎
週
金
曜

日
に
大
野
原
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
で
約
２
時
間
の
練
習
を
し
て

い
ま
す
。

　
会
員
は
２７
人
で
、
大
野
原
町

だ
け
で
な
く
、
豊
浜
町
や
遠
く

は
県
外
か
ら
通
う
人
も
い
ま
す
。

友
人
の
勧
め
で
始
め
た
り
、
運

動
不
足
の
解
消
、
ま
た
は
リ
ハ

ビ
リ
の
た
め
に
続
け
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
社
交
ダ
ン
ス
は
、
大
き
く
ラ

テ
ン
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
２
種

類
に
分
け
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の

中
に
は
ル
ン
バ
や
タ
ン
ゴ
、
ワ

ル
ツ
な
ど
１０
種
目
が
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
種
目
を
取
り
入
れ
、

新
鮮
な
気
持
ち
で
練
習
に
励
み

ま
す
。
踊
り
は
世
界
共
通
で
、

初
め
て
会
っ
た
人
同
士
で
も
踊

る
こ
と
が
で
き
、
交
流
を
広
め

る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

　
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

表
す
る
場
と
し
て
、
年
に
一
度

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
近
所
の
人
や
、
他
の
団
体

な
ど
も
参
加
し
、
大
勢
で
ダ
ン

ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

男
女
ペ
ア
で
一
つ
の
曲
目
を
踊

る
た
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
呼

吸
や
気
持
ち
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
美
し
く
演
技
す
る
こ
つ
で
す
。

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
と

て
も
大
切
に
し
て
い
て
、
練
習

の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
時
間
を
と
っ
て
い
ま
す
。
大

好
き
な
踊
り
を
通
じ
て
得
た
交

流
に
よ
っ
て
、
普
段
の
生
活
の

中
で
も
助
け
合
っ
て
い
き
た
い

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
興
味
が
あ
る
人
は
大
野
原
中

央
公
民
館
（
☎
５４

−

５
７
１
１
）

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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市
で
は
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
在
宅
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
便
利
な
制
度
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
８

　
大
野
原
支
所
市
民
係

　
　
　
　
　
☎
５４

−

５
７
０
０

　
豊
浜
支
所
市
民
係

　
　
　
　
　
☎
５２

−

１
２
０
０

　
企
画
課
　
☎
２３

−

３
９
１
７

　
平
成
２２
年
４
月
に
策
定
し
た

「
観
音
寺
市
第
２
次
行
政
改
革

大
綱
」
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

表
し
た
「
観
音
寺
市
第
２
次
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
お
よ
び
「
観

音
寺
市
第
２
次
定
員
適
正
化
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
に
基
づ
き
、

行
政
改
革
を
一
層
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
行
政
改
革
大
綱
、
集
中
改
革

プ
ラ
ン
お
よ
び
定
員
適
正
化
計

画
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
行
政
改
革
を
推
進
す
る
に
当

た
り
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
行
政
改
革
推
進
委

員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

本
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
所
を
有
し
、
無
償
で
年
３

回
程
度
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
２０
歳
以
上
の
人

　
２
人
程
度

　
　
平
成
２４
年
３
月
３１
日
ま
で

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市

役
所
、
各
支
所
に
設
置
し
て

い
る
「
行
政
改
革
推
進
委
員

会
委
員
公
募
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ

メ
ー
ル
、
持
参

　
　
本
人
に
直
接
通
知

　
８
月
１３
日
（
金
）
ま
で

　
　
企
画
課
行
政
改
革
推
進
室

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
１
７

　
　
　
　
　
Ｆ
２３

−

３
９
２
０

　　
企
画
課
　
☎
23
―
３
９
１
７

第
１
弾

海
か
ら
ふ
る
さ
と
再
発
見

　
　
　
「
伊
吹
島
ク
ル
ー
ズ
」

８
月
４
日
（
水
）
～
１０
日（
火
）

の
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後

３
時
ま
で
、
３０
分
お
き
に
出

航
（
小
雨
決
行
）

伊
吹
島
真
浦
港
発
着

伊
吹
島
の
名
勝
地
を
ク
ル
ー

ザ
ー
で
案
内
（
定
員
９
人
）

１
周
３０
分
の
船
旅

無
料
（
伊
吹
島
ま
で
の
往
復

船
代
１
、
０
０
０
円
は
実
費
）

８
月
３
日（
火
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

往
復
は
が
き
に
希
望
日
時
、

代
表
者
氏
名
、
参
加
人
数
、

連
絡
先
の
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
左
記
ま
で
郵
送

〒
７
６
８
―
０
０
７
１

観
音
寺
市
伊
吹
町
１
０
２
１

番
地

伊
吹
島
研
究
会
事
務
局
三
好

あ
て

後
日
、
返
信
用
は
が
き
で
乗

船
日
時
を
連
絡
（
ク
ル
ー
ザ

ー
乗
船
券
に
な
り
ま
す
）

昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

帽
子
な
ど
は
各
自
で
用
意

伊
吹
島
研
究
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
２９

−

２
１
７
５

第
２
弾

「
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

８
月
２８
日（
土
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

陸
上
自
衛
隊
第
１４
旅
団
音
楽

隊
、
観
音
寺
南
小
学
校
、
観

音
寺
中
学
校
、
観
音
寺
中
部

中
学
校
、
観
音
寺
第
一
高
等

学
校
、
観
音
寺
中
央
高
等
学

校
の
吹
奏
楽
部
な
ど
の
演
奏

を
親
子
で
聴
い
て
、
音
楽
の

よ
さ
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

無
料

　
観
音
寺
市
愛
育
会

　
　
　   

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

在
宅
高
齢
者
の
福
祉
制
度

観
音
寺
市
第
２
次
集
中
改
革

プ
ラ
ン
お
よ
び
第
２
次
定
員

　
　
　
適
正
化
計
画
を
策
定

行
政
改
革
推
進
委
員
会

　
　
　
　
委
員
の
募
集

任
期

応
募
方
法

発
表参

加
し
ま
せ
ん
か

　
合
併
５
周
年
記
念
事
業

サービス名 対　象　者 内　容 自己負担

訪問理美容

６５歳以上の一人暮らし、または高齢
者のみの世帯で心身の障がいや傷病
などのため理・美容院に行くことが
困難な人

男性：調髪 
女性：カットとブロー       

２,６００円
 ( 年４回以内 )

寝具類等洗濯
乾燥消毒

６５歳以上の一人暮らし、または高齢
者のみの世帯で心身の障がいや傷病
などのため寝具類の衛生管理が困難
な人

寝具の洗濯・乾燥・消
毒（３点一式＝掛・敷
布団・毛布、４点一式
＝掛・敷布団・毛布・
マットレス）

３点一式＝６００円
４点一式＝１，０００円     
 ( 年２回以内 )

おむつ支給
６５歳以上で要介護３・４・５の在宅
高齢者

現物支給　　　　　       
 ３,０００円限度／月

ねたきり者在宅
介護手当支給

６５歳以上の要介護４・５の在宅高齢
者を介護している人（１カ月のうち
15 日以上在宅で介護していること）

年度末支給　　　　  
 ５,０００円／月

生活管理
指導員派遣

６５歳以上で、要介護・要支援に認定
されていない人で、日常生活での指
導などが必要な一人暮らしの在宅高
齢者

生活指導員の日常生活
上の指導・支援  
（週２時間以内）

１時間
２２９円

生きがい活動
支援通所

６５歳以上で、要介護・要支援に認定
されていない人で、家に閉じこもり
がちな在宅高齢者

趣味や創作活動、入浴
・給食サービスなど                     
（月２回以内）

１回
１,１３０円

緊急通報用
電話機貸与

６５歳以上の一人暮らしで、身体上の
状況により日常生活に不安がある人
( 所得税非課税世帯であること )

押しボタン式通報装置
を設置
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午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

　
１５
分
（
最
終
日
は
午
後
３
時

　
ま
で
）

　
（
土
・
日
曜
日
閉
庁
）

　
市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

　
企
画
課
　
☎
２３
ー
３
９
１
７

　
萩
原
・
紀
伊
小
学
校
区
で
防

災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

９
月
４
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
前
１１
時
３０
分

萩
の
丘
公
園
多
目
的
広
場

広
報
訓
練
、
避
難
・
救
出
救

助
訓
練
、
消
火
訓
練
、
水
防

工
法
訓
練
、
応
急
救
護
訓
練
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
な
ど

　
（
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
の
設

計
・
施
工
な
ど
に
あ
た
る
責
任

技
術
者
認
定
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
指
定
工
事
店
登
録
に
は
、

こ
の
資
格
が
必
要
で
す
。

　
１０
月
１５
日
（
金
）

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

　
高
松
商
工
会
議
所

　
８
月
２
日（
月
）～
３１
日
（
火
）

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
下
水
道
課
☎
２５

−

６
８
９
０

　
秘
書
課
　
☎
２３

−

３
９
１
５

　
試
験
案
内
は
、
総
合
案
内
所

（
市
役
所
１
階
）、
秘
書
課
（
３

階
）、
各
支
所
市
民
係
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.k

a
n
o
n
ji.

k
a
g
a
w

a
.jp

/

一
次
試
験
９
月
１９
日
（
日
）

一
般
事
務
（
上
級
）
＝
５
人

社
会
福
祉
士
＝
１
人

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
＝
４
人

一
般
事
務
（
初
級
）
＝
２
人

船
員
＝
１
人

８
月
13
日（
金
）ま
で

試
験
申
込
書
、
受
験
票
お
よ

び
返
信
用
封
筒
を
秘
書
課
に

直
接
持
参
、
ま
た
は
郵
送

　
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
２

　
こ
の
手
当
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
人
は
、
支
給
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
毎
年
１
回
、
８
月
に

必
要
書
類
を
添
付
し
て
現
況
届

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
受
給
者
に
は
日
程
な
ど

の
お
知
ら
せ
通
知
を
８
月
初
旬

ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

　
届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
そ

の
年
の
８
月
以
降
の
手
当
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

受
給
資
格
の
継
続
に
必
要
な
手

続
き
の
た
め
、
必
ず
受
給
者
本

人
が
窓
口
ま
で
来
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活

の
安
定
と
自
立
を
促
す
た
め
の

制
度
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
母
子
家
庭
な

ど
の
母
親
が
対
象
で
し
た
が
、

平
成
２２
年
８
月
分
か
ら
父
子

家
庭
な
ど
の
父
親
に
も
支
給

さ
れ
ま
す
。
申
請
が
必
要
な

た
め
、
詳
し
く
は
３
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
身
体
や
精
神
に
一
定
以
上
の

障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
を
家
庭

で
み
て
い
る
場
合
に
受
給
で
き

る
制
度
で
す
。

支
給
日

　
１２
月
１０
日
（
８
～
１１
月
分
）

　
（
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
１１

　
月
１１
日
支
給
）

　
４
月
１１
日
（
１２
～
３
月
分
）

　
８
月
１１
日
（
４
～
７
月
分
）

　
企
画
課
　
☎
２３
ー
３
９
１
７

　
原
爆
死
没
者
な
ど
、
大
戦
に

お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
人
々
を

追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

広
島
、
長
崎
に

　
　
　
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日

８
月
６
日
（
金
）

午
前
８
時
１５
分
か
ら
１
分
間

８
月
９
日（
月
）

午
前
１１
時
２
分
か
ら
１
分
間

戦
没
者
を
追
悼
し
、

　
　
　
　
平
和
を
祈
念
す
る
日

　
８
月
１５
日
（
日
）

　
正
午
か
ら
１
分
間

原
爆
被
爆
パ
ネ
ル
展
・

　
　
高
校
生
平
和
ポ
ス
タ
ー
展

　
８
月
１１
日（
水
）～
１７
日
（
火
）

　
次
の
市
有
財
産
を
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

所
在
地
観
音
寺
市
瀬
戸
町
一
丁

　
目
甲
４
０
９
６
番
１１

地
目
雑
種
地

地
積
３
３
０
平
方
メ
ー
ト
ル

指
定
用
途
事
業
用
地
ま
た
は
駐

　
車
場
用
地

入
札
期
日
８
月
１０
日
（
火
）
午
前

　
１０
時

入
札
場
所
電
算
セ
ン
タ
ー
３
階

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
議
室

入
札
保
証
金
入
札
価
格
の
１
０
０

　
分
の
５
以
上
の
入
札
保
証
金

　
を
入
札
前
ま
で
に
納
入

資
格
要
件
市
内
に
住
所
ま
た
は

　
事
業
所
が
あ
る
人

最
低
売
却
価
格
６
５
０
万
円

　
８
月
９
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で

　　と
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

事
前
に
渡
す
書
類
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
管
財
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
０
０

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

文
化
振
興
基
金
へ
の
寄
附

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
観
音
寺

　
　

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

８
月
は
児
童
・
特
別
児
童

　
扶
養
手
当
現
況
届
の
月

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　
　
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う

防
災
訓
練

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

市
有
財
産（
土
地
）公
売

火
災
現
場
か
ら

人
命
を
救
助
し
て
表
彰

国
土
文
典
さ
ん（
本
大
町
）
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限
度
額
は
所
得
区
分
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
入
院
時
の
食
事
代

も
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
７０

歳
以
上
の
人
は
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
の
み
認
定
証
が
必
要

で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○

印
か
ん

○

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
過
去

１２
カ
月
の
入
院
日
数
が
９０
日

を
超
え
る
と
き
は
、
入
院
日

数
を
確
認
で
き
る
書
類
（
領

収
書
な
ど
） 

申
請
場
所

　
本
庁
１
階
健
康
増
進
課
、
各

　
支
所
市
民
係
国
保
窓
口

認
定
証
の
有
効
期
限

　
「
認
定
証
」
の
有
効
期
限
は
、

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
翌
年

度
の
７
月
末
日
（
申
請
し
た
月

が
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
場
合

は
そ
の
年
の
７
月
末
日
）
ま
で

で
す
。

　
す
で
に
「
認
定
証
」
を
持
っ

て
い
る
人
も
有
効
期
限
が
７
月

３１
日
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
な
場
合
は
再
度
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

認
定
証
は
保
険
税
を
滞
納
し

て
い
る
と
交
付
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
世
帯
内
の
異
動
が
あ

っ
た
場
合
に
、
所
得
区
分
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

健
康
増
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
２
７

国
民
健
康
保
険

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　
　
　
減
額
認
定
証
の
申
請

　
入
院
時
に
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機

関
に
提
示
す
る
と
、
窓
口
で
の

支
払
い
は
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
に
な
り
ま
す
。
入
院
前
に
認

定
書
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（注１）Ａ＝国保税の算定の基礎となる国保加入者全員の基礎控除後の「総所得金額」の

　　　　　  合計が６００万円を超える世帯

　　　  Ｂ＝Ａ以外の住民税課税世帯、　Ｃ＝住民税非課税世帯

（注２）同じ世帯で３回目までの自己負担限度額を過去１２カ月に４回以上支払った場合

（注３）過去１２カ月の入院日数が９０日を超え、長期認定を受けた場合（申請が必要）

適用区分、自己負担限度額および１食あたりの食事代（７０歳未満）

所得区分
（注１）

負担限度額（月額） 入院時の
食事代

（１食分）３回目まで
４回目以降

( 注２)

Ａ：上位所得者
１５０，０００円＋

（医療費―５００，０００円）
×１％

８３，４００円

２６０円

Ｂ：一般
８０，１００円＋

（医療費―２６７，０００円）
×１％

４４，４００円

Ｃ：住民税非課税世帯 ３５，４００円 ２４，６００円

２１０円

１６０円
( 注３）

　
１１
月
１３
日
（
土
）、
１４
日（
日
）

　
９
月
３
日（
金
）～
１７
日（
金
））

　（
当
日
消
印
有
効
）

　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
３

　　
　

　
面
談
と
電
話
に
よ
る
相
談
で
、

費
用
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談

　
子
育
て
の
心
配
や
不
安
、
子

ど
も
が
学
校
へ
行
き
た
が
ら
な

い
、
こ
と
ば
や
発
達
の
遅
れ
、

非
行
、
児
童
虐
待
な
ど
子
ど
も

や
家
庭
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。

母
子
自
立
支
援

　
母
子
家
庭
や
寡
婦
が
抱
え
て

い
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
相
談

相
手
と
な
り
、
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
自
立
の
た

め
の
就
業
相
談
も
受
け
ま
す
。

女
性
相
談

　
夫
の
暴
力
や
離
婚
、
浮
気
な

ど
の
家
庭
の
問
題
、
売
春
の
問

題
な
ど
、
女
性
の
悩
み
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談
・
女
性
相
談

＝
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

母
子
自
立
支
援
＝
午
前
８
時

３０
分
～
正
午

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）

家
庭
児
童
相
談
室
、
母
子
相

談
室
（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
５
７

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
２

　
建
設
課
　
☎
２３

−

３
９
３
５

　
樹
木
な
ど
が
大
き
く
成
長
す

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
家

庭
の
庭
木
や
生
け
垣
な
ど
が
伸

び
て
、
敷
地
か
ら
飛
び
出
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
上
に
枝
葉
な
ど
が
飛
び

出
し
て
い
る
と
、
通
行
の
妨
げ

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
道
路
標

識
な
ど
の
確
認
が
で
き
ず
に
事

故
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。

　
庭
木
や
生
け
垣
な
ど
の
管
理

者
は
、
草
刈
り
や
せ
ん
定
な
ど

を
定
期
的
に
行
い
、
安
全
に
通

行
で
き
る
よ
う
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

第
２
回

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

相
談
窓
口
を

　
利
用
し
て
く
だ
さ
い

出
願
期
間

試
験
日

専
用
電
話

生
け
垣
や
樹
木
の
管
理
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平
成
２２
年
度
の
住
民
税
が
非

課
税
の
世
帯
に
属
す
る
人
は
、

申
請
す
る
と
８
月
１
日
以
降
適

用
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

　
入
院
時
に
、
こ
の
認
定
証
を

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提
示

す
る
と
、
一
部
負
担
金
や
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
療
養
病
床
に
入
院
し

て
い
る
人
は
、
食
事
代
の
負
担

額
な
ど
が
下
表
と
異
な
り
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
２１
年
度
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
申
請

不
要

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○

被
保
険
者
証

○

印
か
ん

○

本
人
ま
た
は
世
帯
員
が
平
成

２２
年
１
月
１
日
に
市
内
に
在

住
し
て
い
な
い
場
合
は
、
そ

の
人
の
平
成
２２
年
度
の
非
課

税
証
明
書

区
分
Ⅱ
＝
世
帯
員
全
員
が
住
民

税
非
課
税
で
、
区
分
Ⅰ
に
該
当

し
な
い
人

区
分
Ⅰ
＝
世
帯
員
全
員
が
住
民

税
非
課
税
で
、
世
帯
員
全
員
の

各
所
得
金
額
（
年
金
所
得
は
控

除
額
を
８０
万
円
と
し
て
計
算
）

が
０
円
の
人

（
注
）
申
請
月
か
ら
過
去
１２
カ

月
以
内
で
、
区
分
Ⅱ
の
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
を
受
け
て
い
た
期
間
の

入
院
日
数

平
成
２１
年
度
（
平
成
２１
年
８
月

１
日
～
平
成
２２
年
７
月
３１
日
）

に
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
交
付
を
受
け
て
い
た
人

　
平
成
２２
年
度
に
つ
い
て
対
象

者
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
手

続
き
が
不
要
で
す
。
平
成
２２
年

度
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
７
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
世
帯
に
所
得
未
申

告
の
人
が
い
る
場
合
は
、
申
告

し
た
後
、
市
窓
口
で
の
申
請
が

必
要
で
す
。

　
区
分
Ⅱ
の
人
が
、
入
院
日
数

が
９０
日
を
超
え
た
場
合
は
「
被

保
険
者
証
」「
印
か
ん
」「
現
在
持

っ
て
い
る
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」「
入
院
日

数
を
確
認
で
き
る
領
収
書
等
」

を
持
参
の
上
、
再
度
申
請
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
２
７

　
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
広
域
連
合
事
務
局

　
☎
０
８
７
―
８
１
１
―
１
８
６
６

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　
　
　
減
額
認
定
証
の
交
付

新
し
く
な
り
ま
し
た

萩
の
丘
公
園
ソ
リ
ゲ
レ
ン
デ

区　　分
食事代

（１食分）
１カ月の自己負担

限度額

一　　　般 ２６０円 ４４,４００円

  区分Ⅱ

過去１２カ月の合計入院日数
が９０日（注）以内の場合

２１０円

２４,６００円
過去１２カ月の合計入院日数
が９０日（注）を超える場合

１６０円

区　分　Ⅰ １００円 １５,０００円

　
萩
の
丘
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
５４

−

２
８
０
１

　
人
工
芝
の
斜
面
を
滑
る
ソ
リ

ゲ
レ
ン
デ
が
新
し
く
な
り
ま
し

た
。
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

火
～
日
曜
日
の
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
５
時

月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝

日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
が
休

館
）

年
末
年
始
は
休
館

こ
ど
も
ゲ
レ
ン
デ
（
そ
り
１

台
に
つ
き
）

３
０
０
円
（
１
時
間
以
内
）   

１
時
間
以
上
は
３０
分
ご
と
に

１
５
０
円
追
加

　
観
音
寺
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
４

作
品
展

　
８
月
６
日
（
金
）
～
８
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
８
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

観
音
寺
市
中
央
公
民
館
、
共

同
福
祉
施
設
、
働
く
婦
人
の

家
、
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

陶
芸
、
皮
革
工
芸
、
ち
ぎ
り

絵
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
、
押
し
花
、
油
絵
、
か
な

書
道
、
て
ん
刻
、
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ
ー
、
初
心
者
書
道

合
同
芸
能
発
表
会

８
月
８
日
（
日
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

共
同
福
祉
施
設
軽
運
動
室

や
さ
し
い
マ
ナ
ー
、
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
、
い
き
い
き
コ
ー
ラ

ス
教
室
、
マ
ジ
ッ
ク
教
室
、

ピ
ア
ノ
教
室
、
中
国
伝
統
呉

式
太
極
拳
、
民
謡

市
民
講
座

作
品
展
・
合
同
芸
能
発
表
会

ごみの収集状況（６月） 単位：トン

種　類 平成２１年 平成２２年 増　減

可燃ごみ 1,081.21 993.18 △ 88.03

新　　聞 21.65 22.76 1.11

本・雑誌 20.02 24.55 4.53

段ボール 14.85 17.07 2.22
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市
で
は
、
特
定
の
年
齢
に
達

し
た
人
（
左
表
）
に
子
宮
頸け
い

が

ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２２
年
４
月
２０
日
に
市
内

　
に
住
所
を
有
す
る
人

　
が
ん
検
診
の
受
診
を
促
し
、

が
ん
の
早
期
発
見
・
正
し
い
健

康
意
識
の
普
及
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
ー
ポ
ン
券
の
利
用
方
法

　
市
が
実
施
す
る
検
診
に
限
り

ま
す
。
希
望
者
で
、
ま
だ
検
診

の
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人

は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

　
８
月
２７
日
（
金
）

　
午
前
１０
時
～
正
午

調
理
実
習
＝
地
産
・
地
消
で

元
気
な
讃
岐
っ
子
。
親
子
で

簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ

腎
臓
病
教
室

　
８
月
１９
日
（
木
）

午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

調
理
実
習
＝
タ
ン
パ
ク
質
を

お
さ
え
て
も
お
い
し
い
メ
ニ

ュ
ー
／
減
塩
で
も
工
夫
次
第

で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

各
教
室
と
も
予
約
が
必
要

調
理
実
習
は
実
費
６
０
０
円

　
三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
５２

−

２
７
２
６

１
・
８
・
１５
・
２２
・
２９
日

愛
和
保
育
園

９
カ
月
児
か
ら
就
学
前
ま
で

の
乳
幼
児

１
週
間
前
ま
で

３
歳
未
満
３
、
０
０
０
円
／
日

３
歳
以
上
２
、
０
０
０
円
／
日

愛
和
保
育
園

　
　
　
　
☎
２７

−

７
４
４
０

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
推
進
事
業

ス ポ ー ツ 行 事

子
宮
が
ん
個
別
検
診

日
曜
保
育

検
診
期
間

　
子
宮
が
ん
は
、
２０
歳
代
か
ら

３０
歳
代
の
女
性
に
年
々
増
え
て

い
ま
す
。
検
診
の
有
効
性
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
受
診
率

は
２０
パ
ー
セ
ン
ト
台
と
低
い
の

が
現
状
で
す
。
定
期
的
な
検
診

で
子
宮
が
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

　
　
　
　
９
月
３０
日
（
木
）
ま
で

　
　
　
　
指
定
６
医
療
機
関

平
成
２２
年
度
に
満
２０
歳
以
上

に
な
る
人
で
、
前
年
度
に
子

宮
が
ん
検
診
を
受
け
て
な
い
人

６９
歳
以
下
＝
２
、
１
０
０
円

７０
歳
以
上
＝
５
０
０
円

子
宮
が
ん
集
団
検
診
は
１０
月

に
実
施
予
定
で
す
。

ま
だ
申
し
込
み
を
し
て
い
な

い
人
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
連
絡
の
上
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
☎
２３

−

３
９
６
４

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

テ
ー
マ
／
食
育
　
　
親
子

　
８
月
１３
日
（
金
）

　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
３０
分

　
健
康
講
座
＝
小
児
生
活
習
慣

　
病
の
予
防
～
食
生
活
を
見
直

　
そ
う
～

検
診
場
所

自
己
負
担
金

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健
康

　
管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

子宮頸がん検診対象者

年齢 生年月日

２０歳 平成元年４月２日～平成２年４月１日

２５歳 昭和５９年４月２日～昭和６０年４月１日

３０歳 昭和５４年４月２日～昭和５５年４月１日

３５歳 昭和４９年４月２日～昭和５０年４月１日

４０歳 昭和４４年４月２日～昭和４５年４月１日

乳がん検診対象者

年齢 生年月日

４０歳 昭和４４年４月２日～昭和４５年４月１日

４５歳 昭和３９年４月２日～昭和４０年４月１日

５０歳 昭和３４年４月２日～昭和３５年４月１日

５５歳 昭和２９年４月２日～昭和３０年４月１日

６０歳 昭和２４年４月２日～昭和２５年４月１日

月日 行　　　事

８／１５
第７６回市内リーグ戦（卓球）
午前９時～／市立総合体育館

２０・２１
四国・九州アイランドリーグ公式戦
午後１時～／総合運動公園

２２
第３８回小学生バレーボール香川大会
午前８時３０分～／市立総合体育館（ほか県内５会場）

２９
四国ブロックバウンドテニス親善交流大会
午前９時～／市立総合体育館

９／４

第５６回三観広域陸上競技選手権大会
午前９時～／総合運動公園

第９回体操・新体操演技発表会
午前８時３０分～／市立総合体育館

５・１２・
２６

第５回観音寺市招待軟式野球大会
午前９時～／総合運動公園

５
第４８回燧洋杯近県中学校ソフトテニス大会
午前９時～／総合運動公園

１０
第２４回市長旗争奪ゲートボール大会
午前８時～／総合運動公園
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８
月
７
日
（
土
）

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
ぷ
ち
ふ
ら

わ
ぁ
（
旧
観
音
寺
東
幼
稚
園
）

　
　
観
音
寺
東
小
学
校
運
動
場

手
作
り
小
物
販
売
、
バ
ザ
ー
、

金
魚
す
く
い
、
お
楽
し
み
抽

選
会
、
演
奏
会
な
ど

ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
ぷ
ち
ふ
ら

わ
ぁ
　
　
☎
８２

−

６
１
１
１

　
「
解
雇
さ
れ
て
生
活
費
が
乏

し
い
」「
再
就
職
の
た
め
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
し
た
い
」
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

８
月
１８
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

観
音
寺
市
中
央
公
民
館
２
階

会
議
室

香
川
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
　

☎
０
８
０

−

３
９
２
３

−

８
６
０
９

　
子
ど
も
の
こ
と
で
悩
ん
で
い

る
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
８
７

−

８
６
２

−

４
１
５
２

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

一
般
曹
候
補
生

　
　
　
　
９
月
１８
日
（
土
）

　
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
（
新
卒

　
含
む
）

　
９
月
１０
日
（
金
）
ま
で

航
空
学
生
（
海
、
空
）

　
　
　
　
９
月
２３
日
（
祝
）

　
１８
歳
以
上
２１
歳
未
満
（
新
卒

　
含
む
）

　
９
月
１０
日
（
金
）
ま
で

自
衛
官
候
補
生

　
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
（
新
卒

　
含
む
）

　
随
時

　
自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
２５

−

６
１
２
２

訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

　
　
　
　
養
成
研
修
２
級
課
程

講
義
１０
月
６
日
（
水
）
～
２２
日
（
金
）

　
の
う
ち
１２
日
間

演
習
１０
月
２７
日
（
水
）
～
１１
月
８ 

　
日
（
月
）
の
う
ち
８
日
間

実
習
１１
月
９
日
（
火
）
～
１２
月
７

　
日
（
火
）
の
う
ち
４
日
間

試
験
１２
月
１０
日
（
金
）

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
、

大
野
原
支
所
、
大
野
原
中
央

集
会
場
、
市
内
福
祉
施
設

介
護
職
を
希
望
し
、
全
課
程

出
席
で
き
る
人

３８
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
書
類
選
考
）

２
０
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
、
実
習
費
な
ど
を
含
む
）

９
月
１０
日
（
金
）
必
着

電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可

観
音
寺
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
あ
る
申
込
書
を
提
出

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

観
音
寺
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
☎
２５

−

７
７
７
３

大
野
原
支
所
☎
５４

−

５
７
１
４

豊
浜
支
所
☎
５２

−
１
２
１
２

普
通
救
命
講
習
会

９
月
４
日
（
土
）

午
前
８
時
４５
分
～
正
午

心
肺
蘇
生
法
や
止
血
法
な
ど

の
救
命
手
当
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
法
な
ど

上
級
救
命
講
習
会

９
月
５
日
（
日
）

午
前
８
時
～
午
後
５
時

普
通
救
命
講
習
会
の
内
容
お

よ
び
骨
折
、
外
傷
、
や
け
ど

な
ど
の
応
急
手
当
、
搬
送
方

法三
観
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
２

階
研
修
会
議
室

各
３０
人

　
三
観
広
域
消
防
防
災
課

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
７
３

９
月
１
日
（
水
）
～
平
成
２３
年

２
月
９
日
（
水
）
の
毎
週
水
曜

日
、
午
後
１
時
３０
分
～
午
後

３
時
３０
分
（
全
２０
回
）

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
で
き
る
人

２０
人

８
月
２０
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

　
香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
１
２

−

５
５
６
３

８
月
１
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

視
覚
障
害
者
向
け
福
祉
機
器

展
示
会
／
講
演
会
／
各
分
野

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
／
盲
導
犬

体
験
歩
行
な
ど

無
料

香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

　
☎
０
８
７

−

８
１
２

−

５
５
６
３

月
～
土
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
６
２

−

８
８
６
１

　
家
庭
内
の
不
和
や
い
ざ
こ
ざ
、

結
婚
、
離
婚
、
男
女
問
題
、
配

偶
者
（
そ
れ
以
外
も
含
む
）
か

ら
の
暴
力
な
ど
で
悩
ん
で
い
る

人
は
一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
８
７

−

８
３
５

−

３
２
１
１

午
前
９
時
～
午
後
９
時

月
～
土
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー
／
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
６
２

−

８
８
６
１

 

総
務
省
主
催
の
地
デ
ジ
相
談

会
と
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
見
て
く
だ
さ
い
。

地
デ
ジ
相
談
会
・
説
明
会

自
衛
官
採
用
試
験

一
次
試
験

一
次
試
験

介
護
職
員
養
成
講
座　

　
　
　
　
受
講
生
募
集

http://w
w

w
.kansyakyo-egao.jp
救
命
講
習
会
受
講
生
募
集

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会
受
講
者
募
集

目
が
見
え
な
い
人
・
見
え
に

く
い
人
の
た
め
の
用
具
展
等

ぷ
ち
ふ
ら
わ
ぁ
ま
つ
り

駐
車
場

生
活
や
就
労
の
出
張
相
談

子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談

相
談
専
用
電
話

「
女
性
相
談
」
電
話

女
性
相
談
専
用
電
話
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図書館だよりLibrary News
休館日　中央・大野原・豊浜図書館　　２・９・１６・２３・３０日

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

１日（日）　午前10時〜（先着親子10組まで）
　　　　　スイーツデコを作ろう！
７日（土）　　午後１時30分〜午後２時10分
２８日（土）　午後１時30分〜午後２時10分
２０日（金）　午後１時30分〜
　　　　　井伏鱒二著　へんろう宿

２８日（土）　午前10時〜午前11時30分

中央図書館行事予定

大野原図書館行事予定
★おはなし会
★古典文学講座

７日（土）　午後２時〜午後３時 
２１日（土）　午前９時30分〜午前11時30分

豊浜図書館行事予定
★夏休みの工作教室

★おはなし会

７日（土）　午後１時30分〜午後２時30分（先着２０人まで）
　　　　　牛乳パックであみカゴ風小物入れをつくろう！
２１日（土）　午後１時30分〜午後２時
　　　　　大型絵本「おばけの地下室たんけん」ほか　　
　

今月のおすすめ本

「教室はまちがうところだ」
蒔田晋治：作　長谷川知子：絵

子どもの未来社：出版

★夏休みの工作教室

★おはなし会

★つぼみ愛書会８月例会

★図書館講座（古典を読む会「西讃府志」）
「幕末写真の時代」

出版：筑摩書房　編：小沢健志
　 幕末の活きた歴史を伝えてくれる
　 貴重な写真集です。
　 中央図書館で閲覧してください。

８
月
１８
日
（
水
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時
３０
分

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
３
階

大
会
議
室
（
三
豊
合
同
庁
舎
内
）

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い

て
～
あ
な
た
の
悩
み
を
み
ん

な
で
考
え
よ
う
～
」

無
料

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

対
策
課
難
病
担
当

　
　
　
　
☎
２５

−

２
０
５
２

８
月
２５
日
（
水
）
～
２７
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

８
月
２４
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
に
就
農
を
予
定
し
て
い

る
人
お
よ
び
就
農
５
年
以
内

の
農
業
者

　
香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

　　
ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み
取
り
な
ど
、

楽
し
い
催
し
も
の
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

８
月
７
日
（
土
）
午
後
４
時
か
ら

大
野
原
中
央
公
園

大
豊
商
工
会

　
　
　
　
☎
５４

−

２
１
５
９

　
　
　
　
　

　
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
、
航
空
シ

ョ
ー
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

８
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

一
の
宮
公
園

大
豊
商
工
会
　

　
　
　
　
☎
５４

−

２
１
５
９

　
感
電
な
ど
の
電
気
事
故
は
、

夏
季
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　
電
気
機
器
は
安
全
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

　
四
国
電
気
保
安
協
会
観
音
寺 

　
事
業
所
　
☎
２５

−

６
２
４
４

　相
談
事
例
　
お
金
に
困
っ
て
い

た
と
こ
ろ
「
す
ぐ
貸
し
ま
す
」

と
い
う
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

借
り
て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

ア
ド
バ
イ
ス
　
こ
れ
は
違
法
な

高
金
利
で
お
金
を
貸
す
、
ヤ
ミ

金
融
か
ら
の
勧
誘
で
す
。
電
話

や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
チ
ラ

シ
な
ど
で
、
簡
単
融
資
や
無
審

査
な
ど
の
甘
い
言
葉
を
使
っ
て

誘
い
ま
す
が
、
後
で
家
族
や
勤

務
先
に
ま
で
脅
迫
的
な
取
り
立

て
を
し
ま
す
。

　
６
月
１８
日
か
ら
貸
金
業
法
の

改
正
に
よ
り
、
消
費
者
金
融
な

ど
か
ら
年
収
の
３
分
の
１
を
超

え
る
額
の
新
規
借
り
入
れ
が
で

き
な
く
な
り
、
ヤ
ミ
金
融
の
勧

誘
が
さ
ら
に
増
え
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
ど
ん
な
に
多
額
の
借

金
で
も
、
必
ず
解
決
方
法
が
あ

り
ま
す
。
決
し
て
誘
い
に
乗
ら

ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
２５

−

５
１
３
５

　
７
月
号
で
募
集
し
た
三
観
広

域
行
政
組
合
職
員
に
つ
い
て
の

受
験
資
格
は
、
男
子
要
件
を
削

除
し
ま
す
。

今月の人口
（７月１日現在）

人　口

男

女

世帯数

64,131 人

30,851 人

33,280 人

23,376 世帯

難
病
講
演
会

就
農
相
談
窓
口
の
設
置

三
観
広
域
行
政
組
合
か
ら

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

大
野
原

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

一
の
宮
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

ヤ
ミ
金
融
の
勧
誘
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台
風
に
対
す
る
備
え

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１１日（水）・２５日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護

士が相談に乗る
人権相談　☎２３−３９２８　 観音寺　１３日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１２日（木）午
前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜

　１０日（火）午前１０時～午後３時　豊浜福祉会館老人談話室
年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　　１８日（水）午前１０時～午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年
金事務所の相談員が相談に乗る　要予約　日本年金機
構善通寺年金事務所

家庭児童相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家庭児童
相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分～正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　 　１７日（火）午前１０時～午後３時
　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相談員
が相談に乗る　要予約

行政相談　☎２３−３９１５　 　６日（金）・２０日（金）午後１時
３０分～午後４時　働く婦人の家

家事手続案内　☎２５−２６１９　　 土・日、祝日を除く毎日
午前９時～午前１１時３０分、午後１時～午後４時３０分
高松家庭裁判所観音寺支部

法律相談　☎２５−７７７３　　 相談は先着１２人　１０日（火）・
２４日（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれ
あい相談室　弁護士が相談に乗る

心配ごと相談　大野原☎５４−５７１４ 　５日（木）・１９日（木）
午前１０時～正午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−
１２１２　 ３日（火）・１７日（火）午前１０時～正午　豊浜福
祉会館老人娯楽室

ふれあい福祉相談　☎２５−７７７３　 　土・日、祝日、法律
相談日を除く毎日午後１時～午後３時　社会福祉セン
ターふれあい相談室　相談員があらゆる相談に乗る

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　　 ５日（木）・１９日（木）午
前１０時 ～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野
原☎５４−５７００　　５日（木）午前１０時～正午　 大野原いき
いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００ 　相談員が電話で
受付、家庭へ訪問。支所などでの相談もできる

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　
　４日（水）午前９時３０分～午後５時　観音寺市中央公
民館２階会議室　就職相談など　１５歳～おおむね３９歳
の人とその家族　無料

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日、祝日を
除く毎日午前９時～午後４時　社会福祉協議会

少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日、祝日を
除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　８日（日）午前１０時～午
後４時　大野原いきいきセンター

市長相談　☎２３−３９１５　 　随時受け付け　要予約

時
所 講

時
所 時

所 時
所
時

所 講
申

時
所

時
所

時
所 講

時
所

時
所

数 時
所

講

時
所

時 所

時
所

時
所

時 所
内 対
料

時

時
所

所
時

所
受 

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

6
30

火
災

救
急

１
、２
２
４
件

13
件

講

時 所

６月１日～３０日（敬称略）

香典返し

矢野　利光＝
大塚　共隆＝
岩田　和社＝
守谷　敬造＝
木村　敏治＝
横山　貴大＝
山下　　実＝

坂本町三丁目
原 町
伊 吹 町
観音寺町
室 本 町
村 黒 町
天神町二丁目

中野　英子＝ 吉岡町

大野原町井関

８月の納税・納付
市民税・県民税（２期）

後期高齢者医療保険料（２期）
納期限　８月３１日（火）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

高橋　支征＝
石川　雅晴＝

吉田　正男＝

山本　哲也＝

大野原町花稲
大野原町大野原

三本松町二丁目

坂本町五丁目
チャイルドシート寄付

一般寄付

　
毎
年
、
８
月
か
ら
９
月
ご
ろ

に
か
け
て
台
風
が
接
近
し
、
各

地
に
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　
台
風
の
強
い
風
や
大
雨
に
よ

っ
て
起
き
る
災
害
に
は
、
洪
水

や
土
砂
災
害
、
高
潮
、
高
波
、

突
風
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
洪
水
は
、
主
に
大
雨
に
よ
っ

て
河
川
が
あ
ふ
れ
、
堤
防
の
決

壊
な
ど
に
よ
り
水
が
沿
岸
地
に

流
れ
出
て
被
害
を
与
え
る
も
の

で
す
。
ま
た
土
砂
災
害
は
、
大

雨
に
よ
っ
て
地
盤
が
緩
み
、
が

け
崩
れ
や
地
す
べ
り
、
土
石
流

な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
高
潮
は
、

台
風
な
ど
に
よ
っ
て
海
面
が
普

段
以
上
に
大
き
く
持
ち
上
げ
ら

れ
、
沿
岸
に
押
し
寄
せ
る
も
の

で
す
。

　
台
風
や
大
雨
な
ど
は
地
震
と

違
い
、
あ
る
程
度
予
測
が
つ
き

ま
す
。
気
象
情
報
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

準
備
の
ポ
イ
ン
ト

○

停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や

　
携
帯
ラ
ジ
オ
の
準
備

○

窓
や
雨
戸
な
ど
の
補
強

○

家
族
と
の
連
絡
方
法
の
確
認

○

避
難
場
所
の
確
認
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８

８

　白山神社の境内にはクスの

大樹が２本あります。そのう

ち南側の木が保存木に指定さ

れ、樹齢は推定１,２００年。

　社寺境内や公園内にそびえる大木にはクスが多く、スギや

ケヤキと共に、わが国の巨木ベスト３に挙げられます。平安

時代から神社に立つこのクスは、樹高１７㍍、胸高幹周３.４㍍、

枝張りは南北１０.５㍍、東西１１.５㍍です。

都市整備課公園緑地係　☎23−3918　

香川の保存木
市内にある

白山神社のクス
１   

開場61周年記念豊橋競輪場外 広島競輪 S 級シリーズ場外

２　　　　３　　　　４火月 水日

５　　６　　７　　８日木 土 １０　　　１１　　                   １  ２　火 水

第26回読売新聞社杯
全日本選抜競輪場外（宇都宮競輪） 高松競輪 S 級シリーズ場外

木金

月

　　富山競輪開設59周年記念場外

土

　　松山競輪 S 級シリーズ場外

１７　　　１８　　　１９火 水 木１３　 １４　 １５　１６金 日 月

　　
２１　２２　２３　２４

小田原競輪開設 61 周年記念場外

土 月 火日 ２５　　　２６　　　   ２７水 木 金

第５回　F Ⅱ銭形くんカップ

２８　　　２９　　　   ３０土 日 月

久留米競輪 S 級シリーズ場外

筋力アップ教室

育児相談

健康栄養相談

あぶあぶひろば

ぴよぴよクラブ

  茶話会

あぶあぶひろば

プレママ広場

10 カ月児健診

３カ月児健診

いき いきはつらつ会 ぴよぴよクラブ
9:00 ～ 11:00 9:30 ～ 11:30

医

医

歯

歯

薬

薬

保

保

13:30 ～ 15:30

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 12:00

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

いき ぴよぴよクラブ

10 カ月児健診
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:30

ふれ

育児相談

ふれあい広場

３歳児健診

若返り教室

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

(旧観音寺市H１９年２月生まれ）
保

いき はつらつ会

健康栄養相談
9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

転倒予防教室
13:30 ～ 15:00

ふれ香川井下病院

三豊総合病院歯科

はないな薬局

第健調剤薬局

大野原町☎52 −2215

豊浜町　☎52 − 3366

大野原町☎56 − 3181

豊浜町　☎56 − 3477

骨密度測定

のびのび教室

保

いき

健康相談

ぴよぴよクラブ

  茶話会

スマイルツインズ

9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:30

ふれあい広場

さわやか栄養教室
9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

ふれ

働

いき はつらつ会
9:00 ～ 11:00

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

クリニック池田

高田歯科クリニック

ファーマシィ観音寺薬局

ケイ・アイ薬局

植田町　☎23 −1500

柞田町　☎23 − 2355

植田町　☎57− 6860

豊浜町　☎52 −1818

医

歯

薬

10:00 ～ 12:00

10:00 ～ 12:00

14:00 ～ 14:30

14:30 ～ 15:00

いき ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

いき はつらつ会

１歳６カ月児健診

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

13:30 ～ 16:00
ふれ

いき ぴよぴよクラブ

３カ月児健診

転倒予防教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

（大野原町・豊浜町 H ２０年
１２月 H ２１年１月生まれ）

ふれ

辻整形外科医院

みやざき歯科医院

姫浜調剤薬局

池之尻町☎57−1100

詫間町　☎83 − 7222

豊浜町　☎52 −1733

医

歯

薬

医

歯

薬

保

いき

ふれ

豊福

共福

働

常

柞

愛

休日当番医

休日当番歯科医

休日当番調剤薬局

保健センター

大野原いきいきセンター

豊浜ふれあい会館

（９：００～１２：００）

豊浜福祉会館

共同福祉施設軽運動室

働く婦人の家

常磐総合コミュニティセンター

柞田公民館

伊吹公民館

愛育会行事

伊

健康相談

ゆう酸素リフレッシュ体操

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

愛 常

健康栄養相談

ふれあい広場

若返り教室

1 歳６カ月児健診

ふれあい広場

もぐもぐレッスン

のびのび教室

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 14:30

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ふれ

ふれ

豊福

高室医院

クロダ歯科医院

快生堂豊浜調剤薬局

ナショナル調剤薬局

久保外科整形外科医院

久保歯科医院

ひまわり調剤薬局三豊

ひまわり調剤薬局くにた

高屋町　☎25 − 8311

村黒町　☎25 − 8348

豊浜町　☎56 − 3260

高屋町　☎56 − 0012

柞田町　☎ 25 − 5515

豊中町　☎ 62 −2221

豊浜町　☎ 52 − 5100

柞田町　☎56 − 0050

医

歯

薬

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

愛 柞

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

あぶあぶひろば

プレママ教室①

いき

10:00 ～ 12:00

13:20 ～ 15:30

保

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
火～日曜日（祝日休み）

大野原支所＝毎週金曜日
豊浜支所＝毎週火曜日

  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

保

伊

共福

いき

豊福
（旧観音寺市 H２１年１月生まれ）

いき

保

豊福

要予約

いき 保 共福

（大野原町・豊浜町H２１年１０月生まれ）

（大野原町・豊浜町 H２２年５月生まれ）

伊

いき
(旧観音寺市H２２年５月生まれ）

保

保

いき

（旧観音寺市 H２１年１０月生まれ）

保

親子ふれあいコンサート
（市民会館大ホール）
13:00 ～

愛


